英語が使えない日本人、英語を使おうとしない日本人 by 中根, 貞幸
巻頭エッセイ
特別寄稿
英語が使えない日本人、英語を使おうとしない日本人
教育地域科学部 言語教育講座 中根 貞幸
文科省 は2002年7月 に 「『英語が使 える 日本人 』
の育成のための戦略構想」を打ち上げた。その達成目
標の1つ に 「国際社会 に活躍する人材等に求め られる
英語力」養成があり、各大学に 「仕事で英語が使える
人材を育成する観点か ら、達成 目標を設定」するよ う
求めている。これは長年英語を勉強 しても英語が使え
ない 日本人ばか りだという世間の声に応えてのことだ
ろう。 しか し、英語教育(学 習)は このよ うな謳い文
句 と部分的な施策だけでは変わらない。個人が意識を
変えて、内的な変革を しなければな らない。
い くら国際化 が進んだとはいえ、大学を出てす ぐに
国際社会で活躍を求められる人ばか りではない。逆に、
自分とは縁がないと思っていた海外赴任が急に現実の
ものとなる こともある。随分昔の ことだが、シンガポ
ール行きの飛行機でサウジに行 くという日本人 に会 っ
た ことがある。英語を教えていると言 うと、「いいな、
もっと英語を勉強 しておけば良 かった」 と後悔 しき り
であ った。必要ないと思っている英語がいつどのよ う
に必要 となるか誰 にも予測できない。
英語の勉強は嫌いでも、「英語 が使える」よ うにな
りたいか と問われれば、ほとんどの学生諸君はYESと
言 うだろ う。 「英語 が使える」 という言葉の裏 には、
英語は道 具であるという考えがある。その とお りであ
るが、言語は単純な道具ではない。母語です ら、 日々
使い、十数年学習 してきても、まことに心もとない使
い方 しかできないこともある。外国語が使えるよ うに
なるには、よほどその腕を、いや、道具を磨かなけれ
ばな らない。あま り事 を単純化すべ きではないが、英
語が使えない日本人の大半は、教室外では英語を使 っ
たことがない、も しくは、そもそも英語を使お うとい
う気がない人々ではなかろ うか。どのような道具でも、
使わなければ錆びるだけである。
「使える英語」というのは外国人 と英語で話す際に
使える英語、つま り、口語英語 という意味合 いのこと
が多いであろう。 しか し、話 し英語 と言 っても、日常
会話から大学の講義まで様々である。アメ リカのある
大学の図書館にいた時、ふと日本語が耳に入 って来た。
院生 らしい 日本人女性が、全 く講義が聞き取れないと
言 って、泣きなが ら誰かに訴えていた。 日本人である
私にはその気持ちがよく分かった。日常的に英語を聞
き、話す環境 に身をおいていても英語を聞き取るのは
それほど難 しい。日本 にいて、英語音 に慣れようとす
れば、粘 り強 く英語耳を獲得する努力をする しかない。
一方 、日本の大学生 は英語 を聞いたり話 した りする
のはからき し駄 目だが、英語 はまずまず読めると思っ
ている向きもあるようだが、これは幻想に近 い。多肢
選択形式のTOEICのスコアですべてを測ることはでき
ないが、本学の学生に限 っても、 リスニングよりも リ
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一ディングの方が高い とは言えない。読解力を養うこ
とはやは り肝要である。さ らに、英語できちんと した
文章を書 くとなると、TOEICで900点を取れ る人 に
とっても難 しいだろう。
新 しい指導要領では、英語教育は他の科 目とのシナ
ジー効果により英語力をつけさせることを目的とする
よ うだが、これ は言 うは易 しいが行 うは難 しである。
教科 間でどう連携するのか、実現の ビジ ョンはどの よ
うにな っているのか知 りたいものである。その効果が
現れるのは何年も先のことである。
本学(文 京)で は、英語は120時間を学ぶこととな
っている。外国語は 「基礎教育科目」という位置づ け
だが、この時間数では基礎的学習の指導をするだけで
精一杯であ り、学生 はそれを基に自己研鑽 を積まな け
れば国際的に求め られる英語力は身 につかない。残念
ながら、現行のカ リキュラムはその程度のものである。
このよ うな現状を見れば、本学では、まず大学英語
の基礎固めをさ らに充実させることを 目標 とせざるを
えないであろう。 しか し、いくら基礎が固まったとこ
ろで、それを使 って表現する内容がなければ、言葉 は
道具 とはならない。それぞれの専門と教養を高めるこ
とも、実 は、英語教育と無関係 ではない。イギ リスで
スウェーデン人と話 したことがある。文学の話にな っ
たので、ヘミングウエイや らフォースターや らについ
て少 し詳 しく触れた ら、琴線に触れるものがあった ら
しく、それから親 しく話 しかけてくれるようになった。
英語 を流暢 に話せる人 は世界 にはい くらでもいるが、
流暢に話せるようになることだけが英語教育の目的で
はない。教育であれ、工学であれ、英語の文南犬が読め
な ければ、研究は進まないだろう。大学では、基礎固
めは大事だが、実用英語だけに偏る ことな く、大学生
に相応 しい教養を与えてくれる英語に触れることも忘
れてはな らない。
英語を使いたければ、まずは自分の英語の実力を知
ることか ら始めてはどうだろう。TOEICやTOEFLを
受 けてみるのもいいだろう。一度外国に出てみて、英
語が使えないといか に心細いかを実感 してみるのもい
いだろ う。英語は道具だと知 っていても、その道具を
使わなければ、そ して内容を伴わなければ、決 して輝
くことはない。英語を使 う場を見つけて、ぜひ使 うよ
うにしていただきたい。
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